
世界14ヵ国に展開するイノアックグループ。
東北の生産拠点として活躍しているのが
『東北イノアック』の社員たちだ。
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■1 小牛田、若柳、北上工場に続く第４の生産拠点として2019年２月に竣工した築館工場。
同社が誇る高性能断熱材「サーマックス」の製造を行う。■2 手がけた部品は小さくてもや
がて大きな価値ある製品となる。モノづくりを支えるやりがいは大きい。■3 製造工程の機
械化・自動化が進んでも最終工程の目視検査など、人の目による入念なチェックが欠かせ
ない。■4 時代のニーズに呼応したプライベートブランドも多数製造。若手スタッフの柔軟
な発想力が活かされている。■5 大崎市古川にある直営店『Fstory』では体圧分散マットレ
ス、「横綱マットレス」、枕などを販売。実際に寝心地を体感できる。

　現在は主に福祉用具の取り扱い企業へ営業活動を行い、そこ
で利用者のニーズを拾い出して製品の提案を行っています。また
介護予防の視点から、要介護状態になることを防ぐための介護予
防福祉用具の提案も行っています。リビング事業室は営業部門、
開発部門が一緒になっているので、お客さまの声を聞いてすぐに
試作品を作り、ニーズにスピーディに対応することができます。職
場は自由に営業や提案ができる風土で、相談もしやすいと思いま
す。これからも「横綱マット」をはじめ、メイド・イン・東北のウレ
タン製品を東北に広めていきたいです。

【名前】髙橋 竜矢　【在籍年数】４年
【所属】東北リビング事業室介護部門統括

お客さまの声からすぐに試作品を作り
スピーディに対応できます
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ウレタン
製品で

お客さま
の問題を

解決

■設　　立  1964年4月
■代　　表  石井 隆
■資  本  金  5,000万円
■従業員数  277人（男220人／女57人）

〒987-0005
遠田郡美里町北浦字二又下28
TEL／050-3145-5836
FAX／0229-34-2303
https://www.tohoku-inoac.co.jp

求人情報会社情報
■初 任 給
■福利厚生

■休日休暇

■職　　種

大卒213,200円～、高専卒188,500円～、高卒167,100円～
社会保険等完備、財形貯蓄制度、クラブ活動、公的資格取得援助
制度、育児休業制度、介護休業制度、看護休業制度ほか
年間休日121日、週休２日制（土曜、日曜）、年次有給休暇、年末年
始、ゴールデンウィーク、夏期休暇、特別休暇（結婚休暇ほか）
営業職、製造技能職、開発職、設計・技術職

■インターンシップ受け入れ／あり　■大学生アルバイト受け入れ／なし
■採用担当者連絡先／TEL050-3135-9416（管理部総務課・佐々木）
　　noriyuki.sasaki@inoac.co.jp

■採用までの流れ
① エントリー
② 会社説明会
　（本社開催、工場見学あり）
③ 一次面接
④ 最終面接
⑤ 内定通知

■CORPORATE
　RESEARCH

□ 会社案内請求
□ 自社説明会
□ 会社見学

マイナビ リクナビ

採用ページはコチラから

ゼロから生み出すモノづくり
チャレンジのフィールドは無限大

株式会社東北イノアック
自動車部品関連製品・情報機器部品・ゴム製品・ポリウレタン発泡ボード・ウレタンシステム原料の製造および寝具製品の製造販売

とうほくイノアック file04

会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー
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■4 公共施設や商業施設などに採用される「サーマックス」は若手社員たちが誇りを持ってその生産を支えている。

■1「サーマックス」の製造は機械化されているが、規格
外のサイズについては製造担当者が裁断することも。
■2 不良品の流出を防ぐことがサプライヤーの使命。厳
しい品質管理体制の下、安定した品質の製品を提供す
る。■3 築館工場の展示室では断熱材「サーマックス」
をはじめ、家具・寝具などのオリジナル商品を展示して
いる。
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メイド・イン・東北の技術力を世界に向けて発信

■5 昼休みは社員食堂でほっとひと息。
仕事中と休憩時間のメリハリをつけて
働くことも大切な安全管理の一つだ。
■6 ボウリング大会やオフィシャルスポ
ンサーを務める楽天イーグルスの試合
観戦、芋煮会など季節ごとのイベント
で、社員同士の交流を図っている。

■7 2013年にスタートした東北工業大学との産学連携プロジェクトでは、学生たちの
若い感性と自由な発想から生まれる新商品の開発に取り組んでいる。

　普段から地元の会社として身近に感じていたため、安心して働ける
と思い入社しました。入社後に感じた会社の雰囲気は思った通りで、
社員同士の繋がりが強く、困ったことがあると相談に乗ってくれるの
で安心感があります。私の担当業務は自社の断熱材「サーマックス」
を使用した業務用保冷ボックスの生産です。生産の現場ではチーム
を組んで作業を行います。自分が担当した仕事の先に関わる人のこと
を考え、工夫して作業したことにより「作業がやりやすくなった、あり
がとう」と感謝されることも。一つの製品の製造に、いろいろな人が
関わり工夫することで“もの”ができる喜びを実感しました。当社では
製造する製品が多岐にわたり、それぞれに専用の機械があるので、ま
ずは各機械のことをしっかりと学び、今後は一人で扱えるようになり
たいと思います。

【名前】中村 桃花　【在籍年数】８ヵ月
【配属】生産技術課生産技術係

生産の現場はチームワークが大切
社員同士の繋がりが強い職場です
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みんな気
さくで

相談しや
すい職場

です

　大学時代に高分子有機材料について学び、その知識を仕事に活か
したい、そして地元・宮城で働きたいという想いから入社しました。私
の主な担当業務は、断熱材「サーマックス」の原材料配合検討や生産
品質管理です。以前、自社の断熱材が施工中の住宅の建材に使用され
ているのを目にする機会があり、自分が作ったものが住宅建築の基礎
となっていることに喜びを感じました。技術課は６人のチーム制。それ
ぞれの担当が日々意見を出し合い、どうすればより良い製品を作れる
か検討しています。その議論を経て満足のいく製品ができ上がった時
はとてもやりがいを感じます。今はまだ、先輩や上司の元で学びながら
作業をしている段階ですが、今後はもっとウレタンや断熱材について
の知識を広く習得し、良い製品を作れるようになりたいと思います。

【名前】海野 慈歩　【在籍年数】８ヵ月
【配属】第３製造部技術課技術開発

自分が作った断熱材が役立つことに
喜びを感じました
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楽しみに
していま

す
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会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー




